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図6 補題1 図7 補題2
補題1 図6のように，円の直径 COに関して正方形 ABCDを線対称移動し
た正方形を QPCRとすれば，その正方形は円 Oと2点 P，Qで接する。
（証明） 正方形 CPQRが円の内部にあり2点 P，Qで円に接していることは明
らかである。ただし，点 Oが正方形 ABCDの内部または周上にある場合には，
2つの正方形 ABCDと CPQRは点 C以外の共有部分を持つので，そのような
場合を除外する。また，正方形 CPQRの大きさは正方形 ABCDに等しい。 □
補題2 図7のように，辺 BCを延長して円 Oと再び交わる点を Qとする。
このとき，線分 CQを対角線とする正方形を CPQRとすれば，その正方形は円
Oと2点 P，Qで接する。またこのとき，∠BCP＝135°である。
（証明） 弦 ABと弦 BQが垂直であることにより，線分 AQは円の直径である。
また3点 A，C，Pは一直線上にあることより，弦 APと弦 PQが垂直となり，















補題3 図8のように，定円 Oの内部に定正方形 ABCDがあり，正方形は2
点 A，Bで円 Oに接しているとする。円 Oの周上に動点 Qをとり，線分 CQを
対角線とする正方形を図のように（反時計回りに）CPQRとするとき，点 Pの
軌跡は円である。
（証明） 定円 Oの半径を R とする。図9のように，線分 CQ上に CS＝1
2
CQ






とき，点 Sの軌跡は O1を中心とする半径 R
2
の円である。
また，点 Pの軌跡は円 O1を点 Cを中心として－45°回転させたものである。

















定理1 図5のように，円 Oの内部に正方形 ABCDがあり，2点 A，Bで円
























定理2 図10のように，円 Oの内部に異なる大きさの2つの正方形 ABCDと
CPQRがあり1点 Cを共有しているとし，また円 Oは正方形 ABCDと2点 A，
Bで接していて正方形 CPQRとは2点 P，Qで接しているとする。円 Oの半径







































定理3 図11のように，円 Oの内部に異なる大きさの2つの正方形 ABCDと
CPQRがあり1点 Cを共有しているとし，また円 Oは，正方形 ABCDと2点
A，Bで接していて，正方形 CPQRとは2点 P，Qで接しているとする。さらに，








（証明） 図12のように ABと垂直な半径を OEとし，OEと2線分 CD，ABと











































































































問題2の現代解と比較すると，a と b が入れ替わっているだけで，本質的に
同じ式である。問題自体が大方面と小方面に関して対称であるから，結論も対
称であるのは当然である。
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